



































































































































































も言いましたように，2003 年に第 24 回日本臨床薬
理学会の年会を主催させていただきました．















































































































































































































































































康な人は 2 mg というふうに，若干患者さんで少く
して試験してるわけです．
　次お願いします．これは動物実験です．慢性腎
不全ラットということで，ここに 6 分の 5 腎摘と
いう，腎臓の片方を取って，さらにもう一方の腎
を一部取って，全体で 6分の 5 取りますと BUNが


















































































































































































































































































認定CRC試験が 2004 年から 2010 年，第 7回まで，
すでに行われています．受験生はすごく多いんで
す．第 1回目は 329 名が受けました．合格率が 64％
ぐらいで，かなり厳しい試験です．



































































































































































分であるテアニンを 1 mg，10 mg 投与群，投与し
ない群で見ます．
　高酸素負荷のコントロール群では新生血管が 6と
いう値，それから無血管領域が 34％ですが 1 mg，














































































































































































4 年生，5 年生，6 年生，各学年に希望する人が増
えてきたことは，昭和大学も期待が出来るかなとい
うふうに思っております．
　（3月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震のた
めシンポジウムは中止となり，学術講演内容を収録
したDVDでの発表となりました．）
　次お願いします．この 40 年間，いろんな先生方
にお世話になりました．ここにありますように，医
学部では基礎の教室の先生，臨床の先生方．ここに
漏れていたらごめんなさい．教授の名前のみ書いて
いますが，これ以上の先生方にも協力いただきまし
た．感謝いたします．
　それから聖マリアンナ医大，それから大分，千葉
大の先生方，それから歯学部，薬学部の先生方にも
いろいろお世話になりました．富士吉田教育部の倉
田先生にもお世話になりました．HABの鈴木さん
にもお世話になりました．ということで，次お願い
します．
　これが最後のスライドです．先ほど言いましたよ
うに，教授になってから 27 年間，第二薬理での研
究で学位を授与された人が 64 名ぐらいいると思い
ます．
　私の時代になってもですね，森川先生，内田先生
はじめ，この 4人が第 1期生なんですけど，こんな
に多くの人がMAO研究なんですね．ですから私が
教授になっても，やはりMAO研究は続いていたわ
けだし，代謝の研究になるきっかけになったのも
MAOの阻害薬というところです．
　その臨床薬理研究の中で薬物代謝研究，臨床研究
でこれだけの先生が学位を授与されています．来年
度から，第二薬理学も臨床薬理学部門ということで
烏山病院の臨床薬理研究センターで人試験がたくさ
ん出来るというようなこともありまして，このへん
が将来的には増えてくるというふうに思います．
　それから先ほどの眼薬理と言いましたように，
酸化ストレス，これらの研究は中西先生が中心で
やっていますけど，こういう先生方が学位を授与さ
れました．それ以外にもいろんな教室の共同研究で
主査をさせていただいて学位を授与された先生方で
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ございます．このような先生方の協力あって，研究
が進んだということでございます．
　最後に，学位を授与された先生方の中に，現在の
スタッフは全員いるんです．これは私にとっては非
常に感謝に耐えません．内田英二先生は，来年から
研究推進室の室長ということで，新しい部屋を作
るっていうことがもう決まってます．
　それから内田直樹先生，深澤先生，西村先生，
岩瀬先生も引き続き臨床薬理学部門に残って頑張っ
てくれると思います．中西先生はここで言っていい
のかどうか分かりませんけど，まだ教授会は通って
ませんが，第一生理学の准教授になるということ
で，皆さん大学に残って，大学のために頑張ってお
りますので，今後とも，こういう先生方のご支援も
よろしくお願いしたいと思います．
　本日は本当に，雨の中，こんなにたくさんの人に
来ていただいたことは，感動です，ありがとうござ
いました．
